
 

 

☆ 本でも雑誌でも視聴覚資料でも、

図書館の資料はすべて『請求記

号』がついています。図書だと

主に背ラベルとして貼られてい

ます。基本的に図書館の資料は、

この請求記号順にならんでいる

のです。 

 

☆ 請求記号の 1 段目は『分類記号』といい、

日本十進分類法という分類法に従って資料

の内容に応じて決められています。 

（例：498.56 栄養生理学 

   494.78 リハビリテーション など） 

ただし、 492.9（看護学） については、

日本看護協会看護学図書分類表に従って、

さらに細かく分類しています。 

（例：N222 看護診断 

   N551 内分泌・代謝系疾患の看護 など） 

 

☆ 各書架の側板にその書架にはどの分類の資

料があるか、わかるように表示しています。 

 

☆ 辞書・辞典類や、特殊コレクションなど、

独立したコーナーに配架されているものも

あります（別置記号一覧表参照）。 
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別置
記号 資料属性 階 

書架番号・ 
配置場所 

R 参考図書 4F R1～R6 

WP 白書 4F R1 

E 試験対策・仕事案内 4F 0（書架番号） 

P 本学教員の著作物 4F 本学教員の著作物 

Z1 最新雑誌・新聞等 4F 最新雑誌架 

Z2 雑誌前年～近年 4F Z2-1～Z2-8 

HS ヒューマンサービス 
基本文献 

4F ヒューマン 
サービス基本文献 

K 神奈川文献（図書） 4F 神奈川文献 

ZK 神奈川文献（雑誌） 4F 神奈川文献 

AV 視聴覚資料 3F AVコーナー 

J 児童書 3F 7（書架番号） 

Z3 紀要・年次報告等 3F 紀要類コーナー 

Am 一般娯楽図書 3F 6（書架番号） 

3S 集密書架配架図書 3F 集密書架 

3SK 神奈川文献（図書） 3F 集密書架 

ZK 神奈川文献（雑誌） 3F 集密書架 

SC1 嶋田啓一郎・津矢子 
記念文庫 

3F 嶋田文庫書架 

SC2 神奈川県匡済会文庫 3F 集密書架 

SC3 福祉関連貴重書 
コレクション 

3F 集密書架 

SC4 山崎文庫 3F 山崎文庫書架 

Case１ 書架を直接見てみましょう 

図書館の資料の探し方 

請求記号 

（背ラベル） 

別置記号一覧表 



 

 

 

 OPACは図書館で所蔵する図書・雑誌・視

聴覚資料の情報をコンピュータ上で検索で

きるシステムです。 

 

 キーワード等を入力し、検索結果から必要

な資料が見つかったら、 

 

ここの部分（所蔵情報）に注目します。 

 

 まずは「所蔵館」を確認します。附属図と

あるものは、この図書館で

所蔵しているものですが、

実践図とあるものは、実践

教育センター図書室で所蔵

しているものなので、取り

寄せが必要になります。 

 

 次はちょっととばして「状態」を確認しま

しょう。「配架済」となって

いれば、図書館の所定の書

架にあることを示します。

「貸出中」などの場合は、

現在図書館内にはない、またはほかの人が

利用中なので、すぐには利用できません。 

 

 「所蔵館」と「状態」を確認して、資料が

図書館内にあることがわ

かったら、「請求記号」を

確認します。 

OPAC で見る場合は「||」の記

号ごとに段がかわります。この

例では、探している資料の背ラ

ベルは右のようになります。 

 

 請求記号の 1段目は「分類記号」でこの場

合は「（看護分野の）試験問題集」を示しま

す。 

 

 2 段目は「著者記号」で著者の名前のアル

ファベット表記の最初の数文字から記号が

割り当てられます。 

 

 3 段目は「巻冊記号」といい、1 巻目、2

巻目などがあればその情報が入ります。ま

た、版次や年版が入ることもあります。 

 

 4 段目は「別置記号」といい、書庫や特別

コレクションなど、独自のコーナーに配架

される場合につくものです。例では「E」な

ので、「試験対策・仕事案内」の書架にある

ことがわかります。 

 書架ではまず分類記号順にならび、同じ請

求記号の中は著者記号順にならんでいます。 

 

 分類記号は、 

  …→494→494.2→494.21→494.22→… 

という順にならびます。また、「N」で始ま

る分類は 492.9を細分化したものなので、 

 …→491→492…492.8→N000…N999→493→… 

のようにならびます。 

 

 著者記号はまず、アルファベット順に並び、

同じアルファベットの中はアルファベット

の隣の数字順に並びます。 

 

 別置記号のついているものは、それぞれの

場所の中で、同じように請求記号順になら

んでいます。 

 

 資料を使い終わって、書架に戻す時も請求

記号順にならぶように気をつけて戻しまし

ょう。そうしないと、次に利用する人が探

しているのに見つからない、ということに

なりかねません。わからない時は、返却用

ブックトラックに置きましょう。 

 

 探しているのに見つからない、元あった場

所がわからなくなって戻せない、といった

ことがあったら、遠慮せずにカウンターに

相談してください。 

Case２ OPACを検索してみましょう 


